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千歳市路線バス情報配信システム

●普段利用するバス停や路線が決まっている方など、
主に市民向けの情報提供サービス
・バス停をブックマークすれば、運行情報をすぐに確認できる。
・駅などに設置しているサイネージと同じ情報がスマホで見られる。

①入力・検索

②候補リストから選択

特徴

利用方法
・Ｗｅｂサイトにアクセスし、以下の手順で操作。

スマホでアクセス

ＧＴＦＳデータを活用
路線バスの運行情報を統一された形式で、
インターネット上に公開することにより、
バス情報の利活用を促進する取組。

① 各バス事業者(相互・
中央・道南・あつま)が
運行情報を統一された
形式でデータを作成

②オープンデータとして
インターネット上に公開

アップロード

市がシステム整備

経路検索事業者に活用
・Google
・Yahoo
・ジョルダンなど

活用

各バス停のQRコード
各バス停のＱＲコードを
バス停の標柱に掲示

（検索画面）
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Google マップ－１

バス停

②拡大

①入力検索

③選択

④選択

●国内外の観光客など、主に来訪者向けの情報提供サービス
・地図上で近くのバス停や路線バスの運行ルートが表示される
・バス停に停車するバス路線がわかる
・目的地を設定して、JRやバスの複合的な経路検索ができ、遅延情報や到着時刻がわかる

特徴

利用方法① 近くのバス停を発着するバスの運行情報を調べる



4

Google マップ－２

千歳駅

①入力検索(目的地)

②選択

④選択

利用方法② 現在地から目的地を指定して経路を調べる

③選択(バス)
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⑤上にスクロール

遅れ情報表示

遅れを反映した出発時間

遅れを反映した到着時間

Google マップ－３
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まとめ

千歳市路線バス運行情報配信システム

Google マップ

・バス停毎のリアルタイムの運行情報がわかる。
・上記アドレスをブックマークでき、素早く情報を確認できる。

・地図上で近くのバス停の位置がわかる。
・地図上でバス停に停車するバス路線がわかる。
・地図上でバスの現在地がわかる。
・現在地から目的地を設定して、JRやバスの複合的な経路検索ができ、遅延情報、到着時刻がわかる。

◎利用対象：主に普段利用している方など

◎利用対象：主に普段利用している方に加え、来訪者など


